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今
年
度
の
第
一
回
理
事
会
が
四
月
二
八

日
、
定
時
評
議
員
会
が
五
月
一
三
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
時
評
議
員
会
で
は
、
役
員
の
任
期
満

了
や
辞
任
に
伴
い
、
新
た
に
理
事
一
四

名
、
評
議
員
五
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会

で
、
会
長
、
副
会
長
三
名
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
決
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
理
事
会

【
承
認
事
項
】

　

①
令
和
三
年
度
事
業
の
概
要
報
告

　

②
令
和
三
年
度
会
計
決
算
承
認

　

③
監
査
報
告

　

④
役
員
等
の
候
補
者
の
推
薦

　

⑤
剰
余
金
の
処
分

　

⑥
予
算
書
等
の
見
直
し

　

⑦
令
和
五
年
度
秋
田
県
消
防
大
会
の
開

催
支
部

◆
評
議
員
会

【
議
事
】　

　

①
令
和
三
年
度
事
業
の
概
要
報
告

　

②
令
和
三
年
度
会
計
決
算
承
認

　

③
監
査
報
告

　

④
役
員
等
の
選
任

【
協
議
事
項
】

　

①
令
和
四
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

　

②
消
防
団
活
動
準
備
資
金
の
取
り
崩
し

　

③
予
算
書
等
の
見
直
し

　

④
令
和
五
年
度
秋
田
県
消
防
大
会
の
開

催
支
部

一般財団法人秋田県消防協会　理事・監事・評議員

役　職
〔理　事〕

所属・階級等
美郷町消防団　団長
鹿角市消防団　団長
横手市消防団　団長
秋田市消防団　団長
秋田県総務部総合防災課　課長
大館市消防団　団長
能代市消防団　団長
湯沢市消防団　団長
由利本荘市消防団　団長
潟上市消防団　団長
秋田市消防本部　消防長

秋田県消防協会　事務局長

氏　　名
髙　橋　正　尚
内　田　清　隆
菅　原　一太郎
永　澤　靖　雄
安　杖　　　一
齋　藤　　　勉
渡　邊　正　人
佐　藤　孝　吉
伊　藤　　　博
門　間　　　勉
工　藤　琢　磨
佐　藤　広　樹
高　杉　　　誠
佐　藤　　　功

大曲仙北広域市町村圏組合
消防本部　消防長
能代山本広域市町村圏組合
消防本部　消防長

会　　長
副 会 長
〃
〃

理　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

業務執行理事

役　職
〔監　事〕

所属・階級等
上小阿仁村消防団　団長
にかほ市消防団　団長
東成瀬村消防団　団長

氏　　名
武　石　　　聡
金　子　英　紀
鈴　木　　　修

監　　事
〃
〃

役　職
〔評議員〕

関係する消防機関氏　　名

（令和４年５月13日現在）

評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

澤　口　紀　夫
前　田　幸　栄
杉　渕　一　弘
長　岐　篤　市
伊　藤　孝　年
石　井　義　則
菊　地　直　人
齊　藤　英　一
小　玉　多智美
齊　藤　　　一
三　浦　公　德
松　橋　　　稔
佐々木　　　徹
大　山　　　司
阿　部　一　彦
佐　藤　　　剛
佐　藤　　　一
渡　辺　勇　悦
髙　橋　良　則
柴　田　和　久
佐　藤　良　友
近　野　　　仁
佐　藤　正　晴

小坂町消防団
鹿角市消防団　
北秋田市消防団
北秋田市消防本部
藤里町消防団
三種町消防団　
八峰町消防団　
男鹿市消防団　
五城目町消防団
八郎潟町消防団
井川町消防団
大潟村消防団
秋田市消防団
秋田市消防団
由利本荘市消防団
由利本荘市消防本部
大仙市消防団
仙北市消防団
横手市消防団
横手市消防団
羽後町消防団
湯沢市消防団
湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部



































令
和
四
年
度

　

第
一
回
理
事
会･
定
時
評
議
員
会

　

開
催
さ
れ
る
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科　　　　　目
経常収益計
主な内訳

経常費用計
主な内訳

当期経常増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高
正味財産期末残高
主な内訳

当　年　度 前　年　度 増　　　減
          26,707,548

51
5,078,400
137,500

10,337,663
5,762,612
5,234,100
157,222

23,731,800
11,443,527
762,089

3,326,452
1,331,521
105,000

1,282,083
1,920,000
3,561,128
2,975,748
2,975,748

113,073,707
116,049,455
116,049,455
3,000,000

27,612,476
255

5,209,200
198,000

10,733,974
5,766,354
5,360,100
344,593

24,043,975
11,844,129
877,821

2,864,612
1,410,398

0
1,380,583
2,080,000
3,586,432
3,568,501
3,568,501

109,505,206
113,073,707
113,073,707
3,000,000

△ 904,928
△ 204

△ 130,800
△ 60,500
△ 396,311
△ 3,742

△ 126,000
△ 187,371
△ 312,175
△ 400,602
△ 115,732
461,840
△ 78,877
105,000
△ 98,500
△ 160,000
△ 25,304
△ 592,753
△ 592,753
3,568,501
2,975,748
2,975,748

0

基本財産運用益
掛　金
事業収益
受取補助金等
受取負担金
会　費
その他経常収益

給与等
旅費交通費
消耗什器備品費
印刷製本費
支払助成金
委託費
互助会見舞金
その他経常費用

基本財産

令和３年度決算〔正味財産増減計算書〕
（単位：円）（2021年４月１日～2022年３月31日）

　

令
和
四
年
春
の
叙
勲
及
び
第
三
八
回
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
四
月
二

九
日
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
の
消
防
関
係
で
は
叙
勲
二
四
名
、

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
八
名
の
方
々
が
受

章
さ
れ
、
五
月
九
日
に
秋
田
県
庁
正
庁
に

お
い
て
、知
事
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。　
　

（
記
載
は
五
十
音
順
）

令
和
四
年

令
和
四
年 

春　
　

の　
　

叙　
　

春　
　

の　
　

叙　
　

勲

第
三
八
回

第
三
八
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
四
年

令
和
四
年 

春　
　

の　
　

叙　
　

春　
　

の　
　

叙　
　

勲

第
三
八
回

第
三
八
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
四
年

令
和
四
年 

春　
　

の　
　

叙　
　

春　
　

の　
　

叙　
　

勲

第
三
八
回

第
三
八
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
四
年 

春　
　

の　
　

叙　
　

勲

第
三
八
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

   □
瑞
宝
小
綬
章
（
一
名
）

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
正
監　

海　

野　

達　

雄

□
瑞
宝
双
光
章
（
四
名
）

　

元
横
手
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

菊　

池　

二　

郎

　

元
井
川
町
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

遠　

間　

富　

和

　

元
八
峰
町
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

本　

多　
　
　

健

　

元
男
鹿
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

吉　

田　

陽　

一

□
瑞
宝
単
光
章
（
一
九
名
）

　

元
秋
田
市
消
防
団

      　

分　

団　

長　

井　

川　

良　

洋

　

元
湯
沢
市
消
防
団

      　

副　

団　

長　

石　

垣　

博　

邦

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

      　

分　

団　

長　

永　

坂　

初　

男

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

小
野
甚
左
衛
門

　

元
能
代
市
消
防
団

      　

副　

団　

長　

加　

藤　

建　

一

　

元
横
手
市
十
文
字
消
防
団

      　

副　

団　

長　

加　

納　

一　

男

令
和
四
年  

春　

の　

叙　

勲
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新

消

防

長

紹

介

新
消
防
団
長
紹
介

【
令
和
四
年
四
月
一
日
就
任
】

男
鹿
市
消
防
団

 

さ
い 
 
と
う 

え
い 
 
い
ち

　

齊　

藤　

英　

一

五
城
目
町
消
防
本
部

 

さ 
さ 
き 

た
か 
 
ひ
と

　

佐
々
木　

貴　

仁

羽
後
町
消
防
団

 

さ 
 
と
う 

よ
し 
 
と
も

　

佐　

藤　

良　

友

に
か
ほ
市
消
防
本
部

 

あ 
 

べ 

み
つ 
 

や

　

阿　

部　

光　

弥

大
館
市
消
防
本
部

 

あ
ぶ 

 

か
わ 

し
げ 

 

き

　

虻　

川　

茂　

樹

【
令
和
四
年
四
月
一
日
就
任
】

男
鹿
地
区
消
防
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部

 

わ
た 

 

な
べ 

の
ぶ 

 

あ
き

　

渡　

部　

伸　

明

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部

 

さ 
 

と
う 

ま
さ 

 

は
る

　

佐　

藤　

正　

晴

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

伊　

藤　

弘　

明

　

元
大
館
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

大　

澤　

健　

一

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

鎌　

田　

千　

尋

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

相　

馬　

健　

雄

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

成　

田　
　
　

弘

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

正　

木　

修　

一

　
元
男
鹿
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

渡　

部　

政　

司

第
三
八
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

秋
田
県
消
防
学
校
の
初
任
教
育
第
七
六

期
入
校
式
が
四
月
八
日（
金
）、
県
内
一
三

消
防
本
部
か
ら
四
八
名
の
入
校
生
並
び
に

来
賓
な
ど
約
九
〇
名
が
出
席
し
、
同
校
屋

内
訓
練
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
校
式
で
は
、
渡
辺
明
校
長
の
式
辞
に

続
き
、
神
部
秀
行
秋
田
県
副
知
事
、
工
藤

琢
磨
秋
田
県
消
防
長
会
長
、
髙
橋
正
尚
秋

田
県
消
防
協
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
入
校

生
を
代
表
し
北
秋
田
市
消
防
本
部
の
石
橋

操
大
消
防
士
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
任
教
育
は
、
九
月
一
六
日
ま
で
行
わ

れ
、
警
防
隊
員
と
し
て
活
動
で
き
る
能
力

を
養
成
し
ま
す
。

第
七
六
期 

初
任
教
育
始
ま
る

秋
田
県
消
防
学
校

四
八
名
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す




























































































































　

元
井
川
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

児　

玉　

武　

夫

　

元
羽
後
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐
々
木　

孝　

一

  

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐
々
木　

民　

男

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　

昭　

夫

　

元
横
手
市
雄
物
川
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐　

藤　
　
　

弘

　

元
羽
後
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

菅　

原　

静　

夫

　

元
大
館
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

菅　

原　

新　

一

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

鈴　

木　
　
　

正

　

元
潟
上
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

髙　

橋　

寛　

儀

　

元
美
郷
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

辻　
　
　

清　

己

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

富　

樫　

正　

一

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

冨　

岡　

喜　

榮

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

豊　

巻　

一　

男

□
瑞
宝
双
光
章
（
八
名
）

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

荒　

川　

康　

紀
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秋田県消防学校職員名簿

初任教育第76期入校生名簿

総務班
主幹･班長　　伊　藤　睦　男
副 主 幹　　手　塚　　　昇
主　　事　　菊　地　彩　夏 
技能主任　　齋　藤　佳　人
職　　員　　田　口　美　穂
舎　　監  　 今　野　裕　徳
舎　　監　　吉　成　　　勉
舎　　監　　鎌　田　千　尋
防災学習館説明員
　　　　　　佐々木　美　香
　　　　　　鈴　木　　　忠

教務班
副校長･班長　　大　野　光　徳
主　　幹　　原　田　　　訓
副 主 幹　　池　田　敏　英
副 主 幹　　齋　藤　広　幸
副 主 幹　　三　浦　克　己
専 門 員　　伊　藤　弥真彦
主　　査　　長　岐　博　文

校　　　　長　　渡　辺　　　明
副　 校 　長　　武　藤　　　学
副校長・班長　　大　野　光　徳

秋田市消防本部
　　田　口　　　凜　　　佐々木　一　葉
　　明　石　健之介　　　和　賀　莞　汰
　　熊　谷　里　玖　　　荒　川　一　真
　　下　間　拳　真　　　袴　田　天　汰
　　浅　田　大　輝　　　佐々木　　　秀
大館市消防本部
　　菊　地　逸　平
北秋田市消防本部
　　石　橋　操　大　　　花　田　康　貴
　　柴　田　陸　斗　　　千　葉　音　陽
由利本荘市消防本部
　　工　藤　宇　宙　　　小　林　魁　星
にかほ市消防本部
　　尾留川　士　恩　　　山　田　栞　音
　　齋　藤　幸　征
横手市消防本部
　　柴　田　健　翔
五城目町消防本部
　　京　野　温　斗

鹿角市広域行政組合消防本部
　　鈴　木　怜　奈　　　吉　田　ひかり
能代山本広域市町村圏組合消防本部
　　板　倉　悠　斗　　　山　谷　健　人
　　島　崎　飛　向　　　工　藤　　　響
　　神　馬　真　翔　　　
湖東地区行政一部事務組合消防本部
　　佐々木　　　陸　　　伊　藤　勇　大
　　奈　良　悠　平　　　伊　藤　陽　翔
男鹿地区消防一部事務組合消防本部
　　杉　本　千　尋　　　木　村　拳　翔
　　安　田　朝　葵　　　
大曲仙北広域市町村圏組合消防本部
　　佐　藤　創一朗　　　佐　藤　　　魁
　　麥　田　彗　那　　　安　藤　　　海
　　茂　木　俊　介　　　冨　樫　琉希亜
　　伊　藤　叶　多　　　伊　藤　拓　真
湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部
　　池　邊　龍之介　　　髙　橋　　　遼
　　佐　藤　良　伊　　　中　野　敏　樹
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私
は
、
四
月
の
目
標
を
「
一
つ
一
つ
正

確
に
覚
え
る
」
に
し
ま
し
た
。
ル
ー
ル
や

礼
式
な
ど
初
め
て
の
こ
と
も
、
そ
の
一
つ

一
つ
が
消
防
士
と
し
て
不
可
欠
の
基
礎
と

な
り
ま
す
。
教
わ
っ
た
こ
と
は
メ
モ
を
取

り
、
そ
の
日
の
う
ち
に
復
習
し
定
着
す
る

ま
で
練
習
す
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。

分
か
ら
な
い
こ
と
は
自
分
で
考
え
、
友
人

に
聞
い
た
り
、
周
り
と
助
け
合
う
こ
と
が

こ
れ
か
ら
も
大
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
ヶ
月
が
経
ち
、
学
生
同
士
が
仲
良
く

な
り
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
全
体
で
の
行
動
や
小
隊
で

訓
練
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
消
防

は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
な
の
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
メ
リ
ハ
リ
を

付
け
た
行
動
を
意
識
し
た
い
で
す
。

　

訓
練
で
は
力
不
足
を
感
じ
ま
す
。
女
子

だ
か
ら
出
来
な
い
と
い
う
の
は
悔
し
い
の

で
、
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
頑
張
り
た

い
で
す
。
ま
た
、
女
子
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
や
得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
な
が
ら
、
充

実
し
た
半
年
間
に
な
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

入
校
し
て
か
ら
一
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
。あ
っ
と
い
う
間
の
一
ヶ
月
で
し
た
。　

　

入
校
前
は
、
不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。し
か
し
、生
活
し
て
い
く
う
ち
に

寮
生
活
に
も
慣
れ
、
同
期
の
四
八
名
と
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。勉
強
や
訓
練
、

体
力
錬
成
な
ど
も
全
員
で
切
磋
琢
磨
し
合

い
な
が
ら
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
高
校
を
卒
業
し
て
ま
だ
間
も

な
く
知
識
も
経
験
も
全
く
な
い
中
、
同
じ

部
屋
の
先
輩
や
実
務
経
験
の
あ
る
先
輩
方

の
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
で
、
こ
の
一
ヶ

月
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
訓
練
は
、
今
ま
で
以
上
に

厳
し
く
辛
い
も
の
に
な
っ
て
く
る
と
思
う

の
で
、
四
八
名
の
同
期
と
協
力
し
合
い
な

が
ら
乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
半
年
後
に
は

一
人
前
の
消
防
士
に
な
れ
る
よ
う
に
、
知

識
や
技
術
を
深
め
て
日
々
成
長
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

残
り
の
学
校
生
活
で
も
、
初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
生
活

し
、
七
六
期
の
四
八
名
全
員
で
卒
業
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
に
一
生
懸
命
努
力
し
た
い

で
す
。

　

入
校
後
一
ヶ
月
が
経
過
し
、
自
分
が
消

防
士
で
あ
る
使
命
感
と
自
覚
が
芽
生
え
始

め
ま
し
た
。同
期
た
ち
と
の
生
活
や
消
防

学
校
で
の
生
活
習
慣
に
も
慣
れ
始
め
、
毎

日
厳
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
充
実
感
に
溢
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
一
ヶ
月
の
訓
練
や
授
業
で
学
ん
だ

こ
と
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
制
服
や
資
機
材
を
大
切
に

扱
う
と
い
う
こ
と
で
す
。私
た
ち
消
防
職

員
の
制
服
や
資
機
材
は
税
金
で
賄
わ
れ
て

い
る
た
め
、
そ
の
制
服
を
だ
ら
し
な
く
着

用
し
て
い
た
り
資
機
材
を
大
切
に
扱
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
市
民
の
信
頼
を
容
易
に
失

い
組
織
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
悪
く
な
っ
て

し
ま
う
た
め
、
い
つ
も
清
潔
に
着
こ
な
し

大
切
に
扱
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
学
び

ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

徹
底
的
に
図
る
こ
と
で
す
。現
場
で
は
、声

を
か
け
て
活
動
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る

と
実
感
す
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

残
り
の
訓
練
で
は
、
呼
称
等
を
通
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
確
実
に
活

動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
一
ヶ
月
は
、
た
く
さ
ん
の
学
び
が

あ
り
ま
し
た
。残
り
の
期
間
で
立
派
な
消

防
士
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
。

佐
々
木
一
葉

 (
秋
田
市
消
防
本
部)

花
田　

康
貴

 (

北
秋
田
市
消
防
本
部)

柴
田　

健
翔

 (

横
手
市
消
防
本
部)

　

私
は
消
防
士
に
小
学
一
年
生
の
頃
に
興

味
を
持
っ
た
。東
日
本
大
震
災
が
起
き
、不

安
で
心
が
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
人
が
大

半
だ
っ
た
と
思
う
が
、
テ
レ
ビ
に
映
っ
て

い
る
消
防
士
た
ち
は
凜
と
し
て
お
り
、
一

つ
一
つ
の
所
作
で
全
国
民
に
安
心
感
を
与

え
て
い
た
。五
城
目
町
は
幸
い
被
害
が
大

き
く
な
か
っ
た
が
、
津
波
が
起
き
た
他
県

の
言
葉
に
な
ら
な
い
景
色
が
今
で
も
鮮
明

に
頭
の
中
に
残
っ
て
お
り
、
一
生
忘
れ
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

特
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
一

人
の
消
防
士
が
一
人
の
男
性
市
民
の
命
を

救
っ
て
い
た
こ
と
だ
。そ
の
男
性
は
低
体

温
症
で
危
な
い
状
況
だ
っ
た
が
、
消
防
士

は
す
ぐ
に
応
援
を
要
請
し
的
確
な
処
置
で

一
命
を
取
り
止
め
た
。私
は
、こ
れ
を
き
っ

か
け
に
消
防
士
に
な
っ
た
。

　

入
校
し
て
か
ら
身
の
回
り
の
こ
と
は
全

て
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な

り
、生
活
か
ら
見
直
す
こ
と
と
な
っ
た
。最

初
は
訓
練
礼
式
を
身
に
付
け
、
今
で
も
同

部
屋
の
人
達
と
確
認
し
練
習
し
て
い
る
。

　

訓
練
で
は
、
結
索
や
三
連
梯
子
を
や
っ

た
が
、
現
場
で
必
ず
必
要
と
な
る
能
力
が

完
全
に
は
身
に
付
い
て
い
な
い
た
め
、
高

い
意
識
を
持
っ
て
や
っ
て
い
く
。

　

こ
の
半
年
、四
八
人
が
力
を
合
わ
せ
、即

戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
技
術
と

知
識
を
身
に
付
け
て
い
く
。

京
野　

温
斗

 (

五
城
目
町
消
防
本
部)

第
七
六
期
初
任
教
育

秋
田
県
消
防
学
校

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
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一
ヶ
月
が
経
過
し
充
実
し
た
日
々
を
送

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
午
前
中
は
授
業

で
教
養
を
深
め
、
午
後
に
は
訓
練
で
技
術

向
上
を
図
り
、
夜
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
体
幹

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
現
場
で
必
要
な

知
識
、
技
術
、
体
力
を
養
う
た
め
に
も
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き

た
い
。

　

私
は
、
節
度
よ
く
行
動
す
る
と
い
う
目

標
を
立
て
生
活
し
て
い
る
。

　

訓
練
礼
式
で
は
、
基
本
姿
勢
や
足
の
角

度
、
敬
礼
の
角
度
な
ど
決
ま
り
ご
と
が
難

し
い
の
で
、
教
官
へ
の
挨
拶
や
通
常
点
検

の
時
に
も
意
識
し
て
行
い
た
い
。

　

訓
練
で
は
、
防
火
衣
着
装
は
四
五
秒
以

内
の
完
全
着
装
を
目
標
と
し
、
結
索
は
形

と
速
さ
に
こ
だ
わ
り
毎
日
一
回
ロ
ー
プ
を

触
り
手
の
使
い
方
に
慣
れ
る
こ
と
、
三
連

梯
子
は
扱
い
方
に
よ
っ
て
事
故
や
怪
我
に

つ
な
が
る
の
で
安
全
に
速
や
か
に
架
て
い

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

学
校
生
活
に
も
慣
れ
、
気
の
緩
み
が
出

る
時
期
か
も
し
れ
な
い
。
気
持
ち
を
改
め

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
訓
練
や
座
学

に
励
ん
で
い
き
た
い
。

　

現
場
で
上
司
の
言
う
こ
と
を
し
っ
か
り

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
も
、
今
学

ん
で
い
る
基
礎
を
大
事
に
し
て
、
残
り
の

学
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
。

　

入
校
か
ら
一
ヶ
月
が
経
ち
、
こ
の
生
活

に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
入
校
式
で
は
沢

山
の
方
か
ら
お
言
葉
を
頂
き
、
消
防
士
と

し
て
歩
み
始
め
た
の
だ
な
と
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

　

入
校
式
後
は
、
訓
練
礼
式
の
基
本
動
作

の
反
復
練
習
や
授
業
が
中
心
と
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
基
本
動
作
で
は
、
指
導
を
受

け
た
こ
と
を
そ
の
日
の
内
に
鏡
を
見
て
練

習
し
、
再
度
指
導
を
受
け
な
い
よ
う
に
努

力
し
ま
し
た
。
授
業
で
は
消
防
法
な
ど

色
々
な
教
科
を
学
び
ま
し
た
。
日
々
覚
え

る
こ
と
が
増
え
て
い
く
の
で
苦
労
し
て
い

ま
す
。

　

学
ん
だ
事
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
自
習

時
間
を
効
率
よ
く
利
用
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
無
駄
な
く
し
っ
か
り
と
覚

え
て
業
務
に
活
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

　

四
月
は
初
め
て
経
験
す
る
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。
な
か
な
か
覚
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
ロ
ー
プ
結
索
や
三
連
梯
子
の
操

作
、
ホ
ー
ス
延
長
な
ど
は
、
教
官
方
や
実

務
経
験
が
あ
る
同
期
の
方
々
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
基
に
何
度
も
練
習
し
ま
し
た
。

　

出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
や
る
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
次
の
一
ヶ
月
も
臨
み
、
現

場
で
役
立
つ
人
材
に
な
る
た
め
に
、
知

識
、
技
術
の
向
上
を
忘
れ
ず
、
日
々
精
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
色
々
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
学
校
に
は
一
三
の
消
防
本
部
の
人

達
が
集
ま
っ
て
日
々
の
授
業
や
訓
練
、
寮

生
活
を
皆
で
行
い
ま
す
。
初
め
は
役
割
や

生
活
に
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
が
、
一
日
一
日
を
過
ご
す
た
び
に
慣
れ

て
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
訓
練
や
体
力
錬
成
で
苦
戦
し
て
い
る

時
は
、
皆
で
励
ま
し
の
声
を
掛
け
合
い
、

切
磋
琢
磨
し
合
い
な
が
ら
過
ご
せ
ま
し

た
。

　

印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
目
は
訓
練
礼
式
で
す
。
初
め
は
簡

単
だ
ろ
う
と
軽
い
気
持
ち
で
い
ま
し
た

が
、
実
は
と
て
も
難
し
く
何
度
も
何
度
も

訓
練
し
ま
し
た
。
一
人
が
間
違
え
る
と
目

立
つ
の
で
、
皆
が
気
持
ち
を
揃
え
な
い
と

で
き
ま
せ
ん
。
何
度
も
訓
練
し
て
、
消
防

学
校
の
歴
代
一
綺
麗
で
か
っ
こ
い
い
訓
練

礼
式
を
目
指
し
ま
す
。

　

二
つ
目
は
精
神
力
で
す
。
私
は
訓
練
の

際
に
辛
い
顔
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ

れ
で
は
市
民
を
守
れ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
状

況
で
も
上
を
向
き
冷
静
に
活
動
で
き
る
消

防
士
が
市
民
の
安
心
に
繋
が
る
と
思
う
の

で
、
私
も
目
指
す
べ
き
消
防
士
の
姿
を
意

識
し
て
精
神
力
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。

佐
藤　

良
伊

 (

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)

山
谷　

健
人

 (

能
代
山
本
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)

木
村　

拳
翔

 (

男
鹿
地
区
消
防
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部)
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建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-12
14
-  1
31
32
-  2
-  4

6
6
0
17
29
1

-  1

186
24
32
78
320
24
49

95
11
16
35
157
14
30

12
1
4
10
27
2
5

83
25
15
66
189
12
26

18
7
4
27
56
3
4

令和４年 令和３年 同期比較
５月 累計 累計５月 年計 ５月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

　

近
年
、
全
国
各
地
で
地
震
や
大
規
模
風

水
害
等
、
様
々
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、

災
害
の
大
規
模
化
、
被
害
の
甚
大
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
秋
田
市
で
は
、
平
成

二
九
年
七
月
と
八
月
、
翌
三
十
年
五
月
の

豪
雨
に
よ
り
、
多
く
の
床
上
・
床
下
浸
水

や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
、
消

防
団
員
が
浸
水
で
孤
立
し
た
住
居
か
ら
要

救
助
者
を
救
命
ボ
ー
ト
や
背
負
い
搬
送
に

よ
り
救
出
し
た
事
例
が
あ
る
な
ど
、
火
災

以
外
の
災
害
に
も
対
応
す
る
防
災
力
向
上

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
役
割
の
多
様
化
や
地
域
の
特

性
に
対
応
す
る
た
め
、
秋
田
支
部
で
は
豪

雨
災
害
時
に
住
民
の
避
難
誘
導
支
援
や
逃

げ
遅
れ
た
方
を
救
助
す
る
こ
と
を
想
定

し
、
秋
田
南
消
防
署
に
配
備
し
て
い
る
排

水
ポ
ン
プ
、
救
命
ボ
ー
ト
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
取
扱
い
訓
練
を
、
管
轄
内
に
氾

濫
想
定
区
域
を
有
す
る
仁
井
田
分
団
が
行

い
ま
し
た
。

　

消
防
団
活
動
に
必
要
な
資
機
材
の
知
識

や
取
扱
い
の
習
得
な
ど
は
、
市
民
が
安
全

安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
継
続
的
に
実
践
型
訓
練
に
取
り
組
み
、

消
防
団
と
し
て
地
域
の
防
災
力
向
上
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
実
態
に
即
し
た
災
害
現
場
で

　
　
　

役
立
つ
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

（
情
報
提
供
＝
秋
田
市
支
部
）


